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熊
谷
　
善
行
議
員

本
町
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
に
つ
い
て

問
本
町
に
お
い
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
移

住
相
談
や
不
動
産
情
報
を
発
信

し
て
い
る
が
、
移
住
希
望
者
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
制
限

が
多
く
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

現
状
で
あ
る
。

　

移
住
促
進
の
観
点
か
ら
関
係

諸
法
の
見
直
し
や
、
定
住
増
加

を
促
す
た
め
に
町
内
事
業
所
に

お
け
る
雇
用
確
保
の
目
的
や
福

利
厚
生
施
設
建
設
等
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
支
援
策
等
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
市
町
村
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
は
、
食
料
生

産
の
根
幹
と
な
る
農
用
地
を
確

保
す
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
た

法
規
制
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
町
の
総
合
的
な
農
村
地

域
の
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
、

制
度
見
直
し
を
訴
え
て
き
た
。

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

移
住
促
進
協
議
会
に
加
入
し
、

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
事
業
所
の
雇
用
安
定
対
策

と
し
て
、
住
宅
施
策
、
労
働
者

福
祉
対
策
を
進
め
て
き
て
い
る
。

今
後
と
も
、
多
面
的
な
支
援
に

努
め
た
い
。

熊
谷
　
善
行
議
員

役
場
庁
舎
の
耐
震
化

診
断
と
対
応
に
つ
い
て

問
東
日
本
大
震
災
で
は
、

役
場
庁
舎
が
被
災
し
住

民
の
救
援
救
済
活
動
に
支
障
を

き
た
し
た
報
道
が
あ
っ
た
。

　

本
町
の
役
場
庁
舎
の
耐
震
診

断
結
果
を
踏
ま
え
て
、
耐
震
化

施
工
以
外
に
公
共
施
設
・
公
共

交
通
機
関
・
金
融
機
関
・
中
心

商
店
街
等
の
川
東
地
区
へ
の
移

転
は
、
高
齢
化
社
会
の
ニ
ー
ズ

や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
必

要
と
思
う
が
、
町
と
し
て
の
現

時
点
の
検
討
課
題
や
考
え
を
伺

う
。答

役
場
庁
舎
は
、
耐
震
性

が
な
い
施
設
と
い
う
診

断
結
果
が
出

た
の
で
、
補

強
工
事
ま
た

は
新
築
工
事

と
な
り
、
今

後
、費
用
の

積
算
比
較
、

財
源
確
保
な

ど
も
含
め
方

向
を
定
め
た

い
。
耐
震
化

に
よ
り
移
転

新
築
を
選
択

し
た
場
合
、

そ
の
他
に
も

災
害
対
応
の

機
動
性
、
用

地
の
確
保
、

施
設
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
効
率
性
、

利
便
性
と
リ
ス
ク
な
ど
多
角
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
現
時

点
に
お
い
て
は
、
決
定
、
断
定

で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
一
応

の
目
途
と
し
て
二
十
七
年
三
月

ま
で
に
決
め
た
い
。

深
見
　
　
迪
議
員

町
単
費
で
少
人
数
学
級

の
実
現
を

問
文
部
科
学
省
の
方
針
で

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

少
人
数
学
級
は
教
育
効
果
が
向

上
す
る
結
果
が
出
て
い
る
と
考

え
る
が
、
教
育
長
の
所
見
を
聞

く
。

　

標
茶
小
学
校
第
二
学
年
の
学

級
編
成
で
は
教
育
条
件
と
し
て
、

困
難
な
点
が
あ
り
改
善
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か

　

ま
た
、
二
個
学
年
で
十
六
人

以
下
で
も
複
式
学
級
を
単
式
に

し
、
教
育
効
果
を
あ
げ
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

本
町
も
町
単
費
で
少
人
数
学

級
の
実
現
、
複
式
学
級
の
解
消

を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
「
少
人
数
学
級
の
教
育

効
果
に
つ
い
て
」
だ
が
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
教
師
の

目
が
行
き
届
き
、
き
め
細
か
な

指
導
に
つ
な
が
っ
た
り
、
児
童

が
落
ち
着
い
た
環
境
で
学
ぶ
こ

そ
の
他
の
一
般
質
問

その他の一般質問

役場庁舎
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その他の一般質問

と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

標
茶
小
学
校
第
二
学
年
の
少

人
数
学
級
の
実
現
や
複
式
学
級

の
解
消
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
、
本
町
の
財
政
、
教
員
の
質

の
問
題
、
学
校
現
場
の
現
状
等

を
鑑
み
、
現
段
階
で
あ
え
て
町

の
予
算
で
更
な
る
少
人
数
化
を

す
す
め
る
と
い
う
認
識
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

鈴
木
　
裕
美
議
員

被
災
地
へ
の
独
自
支
援

に
つ
い
て

問
釧
路
沖
地
震
の
時
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
支
援
を

受
け
た
。

　

被
災
地

へ
の
支
援

は
す
で
に

物
資
と
消

防
職
員
の

派
遣
の
報

告
は
受
け

た
。
今
後

介
護
職
員

一
人
の
派

遣
予
定
は

聞
い
て
い

る
。
被
災

地
の
行
政

職
員
は
疲

労
困
ぱ
い

し
て
い
る

と
言
わ
れ

て
い
る
。
本
町
独
自
で
一
般
職

も
含
め
人
的
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
後
の
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

基
幹
産
業
が
酪
農
の
本
町
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
な
ど
で

農
家
や
家
畜
の
受
け
入
れ
支
援

体
制
が
で
き
な
い
か
。

答
過
去
の
災
害
等
で
全
国

か
ら
支
援
を
受
け
た
本

町
と
し
て
出
来
る
限
り
の
支
援

を
実
施
し
て
い
く
。

　

一
般
職
員
の
派
遣
要
請
は
道

町
村
会
を
通
じ
て
の
派
遣
依
頼

に
対
し
、
釧
路
町
村
会
と
し
て

対
応
す
る
。

　

酪
農
家
や
家
畜
の
受
け
入
れ

は
、
国
の
移
動
に
関
す
る
通
知

に
則
っ
た
道
の
受
入
方
針
に

従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
原
則

で
、
地
域
住
民
の
理
解
が
必
須

で
あ
り
具
体
的
提
案
が
あ
れ
ば

関
係
機
関
と
連
携
協
議
を
開
始

す
る
。

本
多
　
耕
平
議
員

農
業
共
済
組
合
本
部

誘
致
に
つ
い
て

問
釧
路
、
根
室
農
業
共
済

組
合
の
合
併
が
、
平
成

二
十
六
年
を
目
標
に
進
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本
部
誘

致
を
、
本
町
で
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど

の
様
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
農
業
共
済
組
合
本
部
誘

致
は
、
本
町
に
本
部
が

置
か
れ
る
事
が
望
ま
し
い
。
要

望
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

田
中
　
敏
文
議
員

防
災
対
策
、
無
線
連
絡

整
備
を

問
東
日
本
大
震
災
の
例
を

見
る
と
、
地
域
会
・
町

内
会
等
の
第
一
次

避
難
場
所
か
ら
災

害
対
策
本
部
へ
の

連
絡
手
段
と
し
て

無
線
連
絡
が
取
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
緊

急
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

答
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回

線
及
び
消

防
無
線
を
現
在
利

用
し
て
い
る
が
、

災
害
発
生
時
の
通

信
手
段
の
遮
断
及
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その他の一般質問・総括質疑

林
　
　
　
博
議
員

●
標
津
線
代
替
の
バ
ス
の
更
新

で
大
型
バ
ス
は
必
要
な
の
か
。

深
見
　
　
迪
議
員

●
介
護
保
険
制
度
の
「
改
正
」

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

な
い
か
。

川
村
多
美
男
議
員

●
東
北
大
震
災
の
被
災
者
受
け

入
れ
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

●
町
営
野
球
場
の
早
期
使
用
及

び
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
推
進

を●
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
歩
道

橋
と
し
て
風
雲
橋
の
架
け
替
え

を●
新
富
士
見
台
火
葬
場
の
名
称

を
現
代
的
名
称
の
公
募
に
つ
い

て舘
田
　
賢
治
議
員

●
標
茶
町
の
委
託
料
（
委
託
契

約
）
の
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

●
標
茶
町
の
入
札
、
契
約
適
正

化
の
基
本
的
な
原
則
（
透
明

性
と
公
正
な
競
争
）
の
促
進

に
つ
い
て
聞
く
。

●
当
初
予
算
で
計
画
さ
れ
た
学

校
給
食
生
乳
供
給
支
援
事
業

の
今
日
ま
で
の
進
歩
状
況
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
聞

く
。

予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

総
括
質
疑

平
成
二
十
一
年
度 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

び
混
線
時
は
、
行
政
防
災
無
線

利
用
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
町

防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

整
備
内
容
の
検
討
を
し
た
い
。

川
村
多
美
男
議
員

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
・
普
及
を

問
本
町
の
公
共
下
水
道
事

業
は
昭
和
五
十
四
年

に
着
手
し
、
終
末
処
理
場
は

六
十
二
年
に
供
用
開
始
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
二
年
三
月
で

水
洗
化
普
及
率
は
五
七
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
。
し
尿
や
生
活

雑
排
水
を
、
下
水
道
処
理
が
困

難
な
市
外
地
住
宅
点
在
地
域
住

民
の
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確

保
、
向
上
を
図
る
た
め
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
、
普
及
を
早

期
に
実
施
す
べ
き
だ
。
設
置
、

普
及
を
促
進
す
る
た
め
設
置
費

用
の
公
費
助
成
を
図
り
住
民
が

着
手
し
や
す
い
制
度
の
導
入
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答
住
宅
点
在
地
に
お
け
る

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
・
普
及
の
早
期
推
進
は
、
第

四
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
本
年

度
は
補
助
事
業
の
検
討
や
浄
化

槽
設
置
個
数
の
把
握
な
ど
事
務

的
作
業
を
行
い
、
平
成
二
十
四

年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
設
置

費
用
の
助
成
は
こ
れ
ま
で
生
活

排
水
処
理
事
業
で
あ
る
公
共
下

水
道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
受
益
者
負
担
金
を

基
本
に
助
成
制
度
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

※�

総
括
質
疑
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
作
成
さ
れ
る
町
議
会
の

会
議
録
に
よ
り
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
会
議
録
は
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
（
図
書
館
、
中
央
、
茶
安
別
、
磯
分
内
、

塘
路
、
虹
別
、
阿
歴
内
の
各
公
民
館
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
防
災
無
線

給
食
セ
ン
タ
ー


